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阿嘉島臨海研究所の歴史もすでに20年を過ぎ、多くの成果が得られてきました。今号に寄

せてもらった記事にあるように大森信所長が日本サンゴ礁学会賞を受賞したことは、そう

した成果が評価された部分もあるのだろうと思います。しかし、20余年の蓄積の中には、未

だ日の目を見ていない研究がたくさんあります。卒業論文や修士論文、あるいは研究所の施

設利用報告書としてはひとまずまとめられているけれども、広く公表するには至っていない

ものが数多く残されているのです。それらはどれも責重な情報を含んでいるのですが、デー

タが不足していたり、再現性が疑わしかったり、内容が乏しかったりして、個々に取りまと

めるには不十分と思われているのです。けれども、それらを組み合わせたり、その後の研究

報告を参考資料として考察し直したりすることで、説得力のある結論にたどりつけることも

あります。藤村俊一郎さんらによるサンゴの卵や幼生の分散の研究はその一つで、著者の

方々の努力のおかげで今号に掲載することができました。今は埋もれているそうした資料も

阿嘉島臨海研究所の大切な成果です。すこしずつでも整理して、それらに光を当てられれば、

と思っています。
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